
 

 

コミュニティ・スクール から スクール・コミュニティへ 

～地域の子どもは地域で育てる～ 

三鷹教育委員会・三鷹ネットワーク大学推進機構共同企画 

「 み た か 学 校 支 援 者 養 成 講 座 」 

算数などでは保護者や地域のサポート

隊が授業に入り、習熟度別少人数授業を

支援したり、家庭科など多くの大人の手

を必要としている授業には、学校側の希

望に応じてその都度募集をします。 

野川の散策や、お仕事訪問の際な

ど、安全管理に留意しながらのサポ

ートとなります。 

漢字検定、算数・数学検定などは、検定実行委員会

を立ち上げ、開催しています。 

チャレンジを通して小さな目標を達成する機会を増

やします。 

来年度は子供たちだけでなく、地域の大人たちにも

広げていければと思っています。 

地域ボランティアに加え、ICU の大学生がサポー

トしてくれています。大学生とは先生よりも自分

たちに年齢の近いということで、会話を楽しみに

している子供たちも多いです。 

CS の熟議中に「小規模校の図書館蔵書

が大きな学校に比べ乏しい」との意見

があり、子どもたちの読書環境を整え

る目的で実現したものです。 

三瓶 CS 会長 

貝ノ瀨 教育長 

令和 2年 2月 8日 実施 

学校を核として、様々

な関係者が集まり課

題 解決を図っていく

スクール・コミュティ

を目指します。 

 

・ 

めざす児童・生徒像 

 学び続ける人 

 心身ともにたくましい人 

 心豊かで共に生きる人 

担当教員が来るまで、部活動を安心・安

全に進めることができるよう地域や保護

者の方々にも見守りをお願いしていま

す。 

自分の国の文化や社会のようすを調べ、まと

めたことを発表し、地域や企業の方々に評価

をしていただきます。 

保護者や地域の方々が、各教室でたくさんの本を読

んでくれます。「今日は何のお話かな。」子どもたち

も楽しみに待っています。 


